
≪  卒業生は今  ≫  
－  漁 業 に 就 職 し て 感 じ た こ と  －  

 
 漁業高等学園では、昭和 45 年の設立以来、昨年度までの卒業生は 956 名に達し、様々な漁業で活躍

しています。そこで、卒業生が、今、どんな漁業に携わっているのか、就業してどんな感想を持ったか

など、紹介します。 

 
№８１ N くん（令和２年３月卒・機関専攻・現 22 歳） キンメダイ底立て延縄漁船 
 
Q 仕事の内容は？ 

・ 餌付け、投縄、揚げ縄、さがりつけ（仕掛けを作ること） 

 

Q 大変な事は？ 

・ 前日に忙しかったときは、起きるのが辛い。 

・ 厳しい先輩がいること。 

 

Q 良い事、楽しい事は？ 

・ 機関長が作ってくれるご飯が美味しいこと。 

・ 仕事の合間に釣りができること。 

 

Q 学園在学中の思い出は？ 

・ 規則を守らなかったために奉仕作業をしたこと。 

・ 海技試験で内燃三級（筆記）に合格できたこと。 

 

Q 学園で学んだ(身に付けた)事で、現場で役立っていることは？ 

・ ロープワーク。在学中にしっかり身に付けておいてください。 

・ 体力作り。 

・ 専攻の内容。現場で役に立ちます。 

 

Q 学園に入学・卒業して良かったと思うことは？ 

・ 同期がいると励みになります。たまに食事に行きますが、とても楽しいです。また、困ったときに

悩みを相談できる同期や場所（学園）があるのは大きいと思います。 

 

☆ 在学生にアドバイス 

・ 辛いことや苦しいことがあると思いますが、｢諦めずに、続けてみるぞ！｣という心構えで学園生活

を送ってください。 

 

（令和２年 10 月９日） 


